
◆今も昔も耐久高校の修学旅行は、 ◆バレンタインイベント
楽しく、魅力いっぱい 14日、バレンタインにちなんだイベントを行い

ました。校内の色々な所に引き換え券を隠し、ゲ
耐久高校では1年生の3学期に沖縄への修学旅行に行く ットした人に豪華景品をプレゼントする企画で

のが伝統です。今年は2月2日からの2泊3日で、初日は学 す。早朝から、全校生徒に呼びかけ、普段、生徒
年全体で平和学習、2日目はクラスごとに沖縄の自然・ が足を運ばないような場所(校長室にも)や他学年
文化の体験学習、最終日はタクシーを借り切ってのグル の廊下などにヒントやチケットを隠しました。参
ープ行動と、メリハリに富む内容です。 加したみなさんが校内の隅々まで探し回り、盛り
＊平和のために力を尽くそうと決意した1日目 上がりました。これから、生徒会活動にもご協力

初めて訪れた｢ひめゆりの塔｣で、戦争で命を落とした お願いします。（生徒会執行部 雑賀、奥林）
同世代の女生徒一人一人の写真やコメントを見て、とて
もせつなくなるとともに、沖縄戦の過酷さを思い知りま
した。アメリカ軍に追い立てられた民間人や軍人が立て
こもった壕に入りました。懐中電灯を消すと、壕の中は
本当に真っ暗で、そのような中で何ヶ月も、いつ死ぬか
分からない恐怖におびえていた当時の人を思うと、人間
の理性が欠けてしまうのも分かる気がしました。多くの
戦争被害者の方た

ちの無念や苦しみ ◆リーダー研修会を行いました。
を知って、絶対に 14日放課後、体育・文化クラブの中核生徒が集
戦争はしてはいけ まって、クラブ内での結束や意識統一、目標共有
ないと改めて思い をどう進めるかについて研修しました。耐久生の
ました。 意識調査で多かった｢勉強とクラブ活動の両立へ
（５組 大崎未来） の悩み｣や、｢メリハリのついた練習をどう行うか｣
＊沖縄の魅力とパワーに圧倒された２日目 などについても、クラブの枠を超えて一緒に考え

沖縄らしく、半そで半ズボンで過ごせるビーチ日和に ました。最終学
なり、バナナボート、シュノーケリングを体験しました。 年として部活動
バナナボートはとても速く、振り落とされる子もいまし に完全燃焼した
たが、すごくスリリングで楽しかったです。シュノーケ いとの意欲に溢
リングでは、青く透き通った海の底にサンゴ礁や熱帯魚 れた研修会でし
も群れが見えて、とても感動しました。午後、美ら海水 た。
族館では、世界最大級の水槽の中で、ジンベイザメが立

ち泳ぎをしながら豪快に餌を食べる様子に感動しまし ◆プロの劇団員による演劇講座
た。夕食後、同世代の沖縄アクターズスクールのメンバ をしました。
ーによるダンスパフォーマンス。すごいライブ感と迫力 20日、去年8月の芸術鑑賞でお世話になった｢劇
を感じ、全生徒が総立ち、一緒に踊って、盛り上がりま 団自由人会｣の方に来て頂き、劇をどう創ってい
した。（６組 松原彪雅） くかを指導していただきました。昨年の文化祭で

の2年生の演劇に刺激を受けて、もっと良い劇を
したいという気運が高まって
います。何をどの準備すれば
よいのか悩んでいた生徒にと
って、今日の講演から確かな
ヒントを得たようです。次の

＊世界が広がったと感じた３日目 文化祭に向けた取り組みが着
最終日の朝、ホテル前は50台以上のタクシーで一杯に 実に進んでいます。

なりました。3～4人のグループに分かれて、思い思いに
沖縄を散策するタクシープランです。行き先は事前に決
めていましたが、運転手さんとの会話の中で当初の計画
にはなかった「道の駅かでな」にも連れて行ってもらい、
東洋一といわれるアメリカ軍の嘉手納基地を見学するこ
とができました。このタクシープランを通して、自ら計
画を立てて行動する楽しさと、初対面の人とも積極的に
交わることの意義を理解できたと思います。これを機に、
いろんな人に挨拶や声かけを積極的に行い、周りの人を
元気付けられる存在になりたいです。
(３組 栗山すみれ)
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３月の予定

1日(水) 卒業式

2日(木)～8日(水) 1･2年学年末考査

2日(木)、3日(金) 入学者選抜本出願受付

9日(木) 入学者選抜学力検査

9日(木)、10(金) インターンシップ

17日(金) 租税教室・特別教育活動体験発表会

21日(火) 合格者説明会・合格者学力状況調査

22日(水) 1･2年実力テスト、

合格者制服採寸・体操服採寸

24日(金) 修了式

27日(月)～31日(金) 2年春期補習




